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小林製薬 紅麹製品等にご注意ください

これまでに喫食し、身体に不安や異常がある方は、
医療機関又は最寄りの保健所に相談してください

県内の健康被害状況(4/4 8:30現在)
・健康被害が疑われる事例 １件

県内の流通状況
・県内120のドラッグストアから、回収対象食品の撤去を
確認済み(4/1まで)

・小林製薬製紅麹に関連する自主回収を要する県内企業なし

回収命令対象食品（大阪市の行政処分）

J3017 X3037
X3027 X3017
H3057 H3047
H3037 H3027
H3017 F3037
F3027 E3037
E3027 D3079

ドラッグストア等
の店舗販売分
【計14種類】

X304 H306
G301 E301

小林製薬
通信販売分
【計4種類】

紅麹コレステヘルプ 45粒15日分・90粒30日分・60粒20日分

■想定していない成分を含む可能性がある
製造番号

表面 裏面

ナイシヘルプ＋
コレステロール

ナットウキナーゼ
さらさら粒GOLD

拡大図

小林製薬 紅麹による健康被害があった方への
対応チームを各保健所に設置

紅麹健康対応チームの体制

倉吉保健所

県 生活環境部・福祉保健部

米子保健所

○保健師が電話で
健康観察

○医療機関への案内

○腎臓専門医の紹介
鳥取市保健所

倉吉保健所
0858-23-3117

米子保健所
0859-31-9321

鳥取市保健所
0857-30-８552

消費生活センター
0859-34-2648

相談窓口

専用ホームページ

回収対象食品をお持ちの方は、喫食を直ちに中止してください



・医療機関・福祉施設の被災状況の把握
・医療サービスの提供確保
・福祉サービスの提供確保
・被災者の健康管理、感染症対策
・国、他県、全国団体等からの受援と分担して、県内
への派遣、物資配送等を調整（統合本部設置）

市町村

福祉避難所

医療機関 福祉施設

被災していない施設へ

必要に応じDMAT、自衛隊等
で患者等搬送

「統合型医療福祉災害対策」準備チーム発足（４月５日）
⇒関係機関に呼び掛け実施要領策定

避難所

２次
避難所

大規模災害時の「統合型医療福祉災害対策」の導入

・DMATを派遣し、

緊急の傷病者
対応
・応援職員

・物資配送（県・
自衛隊等）

応援職員
派遣、物資
配送（県・
自衛隊等）

通信機器
について調
整し、対応
予算措置
を検討

島根原発２号機に係る申し入れ

照会項目照会先

1. 新規制基準への島根原発の適合判断は引き続き妥当か

2. 志賀原発では、火災・水位の誤報告、モニタリングポストの欠測等があっ
たが、島根原発での対応の必要性

3. 島根原発の継続的な安全を求める体制はどうなのか(自主的安全対策)

4. 避難完全実施に対する中国電力の責任はどうなのか

中国電力
株式会社

1. 断層の連動性についての判断、外部電源の一部喪失対策に変更を生じ
るか

2. 志賀原発では火災・水位の誤報告、モニタリングポストの欠測等があっ
たが、島根原発での対応の必要性

3. 県・米子市・境港市の避難計画に影響を及ぼす可能性はあるのか

原子力
規制委員会

1. 島根地域の緊急時対応は原子力防災会議で了承されているが、能登半
島地震を受けて本県等の避難計画改定の必要を生じるのか

2. 避難完全実施に対する国の責任

3. 避難計画充実に対する国の支援

内閣府
（原子力防災

担当）

1. 再稼働判断に当たっては安全が第一義であるが、島根原発の安全性は
引き続き確保されていると考えるのか

2. 中国電力に対し、安全確保についてどのような対策を求めるのか

3. その他、原子力規制委員会、内閣府への照会項目に対する見解を求める

経済産業省
（資源エネル

ギー庁）

能登半島地震の経験に鑑みた島根原発２号機に係る対策等について、
米子・境港両市と共に政府、中国電力に申し入れ

○ ４月４日中国電力、４月５日政府 ※県・米子市・境港市の連名
○ 志賀原発の経験から、島根原発安全対策に影響があるか確認する。

• 津波高４ｍ（対策：１１．９ｍの津波を想定し、１５ｍ防波壁を設置）

• 変圧器油漏れ（対策：漏れた油の吸収対策と火災が起きた場合に備え耐火壁を設
置）

• 外部電源３系統５回線のうち１系統２回線喪失（対策：３系統５回線の多重化とバッ
クアップに非常用発電機・電源車等）

• 周辺モニタリングポスト欠測 など

国・他県・全
国団体・自衛

隊

＜第二庁舎４階に設置＞

DMAT・DWAT等

関係機関

災害医療コー

ディネーター

災害福祉コー

ディネーター

県保健医療福祉対策本部

連携・調整、応援要請

県・関係機関による統合本部設置

・直接情報
収集
・EMISで被

災情報報
告



食育推進計画
（第４次：令和６年４月～令和１２年３月）

●「食農教育」を明記

●災害時対応のため食の備え推進

●年代別に食品摂取量の指標設定

・農業体験活動等：小学校75％以上

・ローリングストック（循環備蓄）：70％以上

⇒災害時の食の備え普及啓発補助

（令和6年度当初予算額：2,305千円）

・働き盛り世代の肥満者の減少

40～50歳代男性25％以下

40歳代女性15％以下

・高齢世代の低栄養傾向の改善

65歳以上男性10％以下

65歳以上女性24％以下

⇒ご当地体操×ご当地健康料理交流

大会の開催等

（令和6年度当初予算額：3,531千円）

障がい者プラン
（第４期：令和６年４月～令和15年３月）

工賃計画、障がい者アート計画も含め一元化し、障がい者施策を総合的に推進

○工賃向上 工賃支払総額を平成19年度比４倍以上へ
・平均工賃月額を年2.2%以上の伸びを確保（令和11年度には23,731円以上）

○就労時間の向上 就労Ｂ型事業所の一人あたりの月平均を上昇傾向に
○満足度の向上 就労Ｂ型事業所利用者の満足度100％に近づける
⇒就労Ｂ型事業所の利用者の就労時間や満足度の向上に係る環境整備や支援体制強化等の助成を新設
（令和６年度当初予算額：10,000千円） （１事業者あたり20万円）

プランに盛り込まれた項目例

障がい者アートの更なる推進

○障がい特性にかかわらず障がいのある人や家族が文化芸術に親しめる環境づくりの推進
⇒知的・発達障がい児（者）が舞台鑑賞し音響や照明、鑑賞ルール等を学ぶ
⇒文化施設職員等が障がい特性や鑑賞支援のノウハウを学ぶ研修の実施

（令和６年度当初予算額：1,776千円）
○障がい者文化芸術の発信や水準向上、優れた文化芸術活動を支援
⇒本県の障がい者文化芸術推進の牽引力となるトップアーティストへの助成を新設

（令和６年度当初予算額：800千円） （上限40万円で重点支援）

あいサポート運動の拡大

○あいサポート運動１５周年を契機とした、運動の周知の一層の推進によるあいサポート運動の更なる拡大
⇒地区座談会、地元企業等の普及活動経費の助成を新設（１団体あたり１０万円）
⇒業界団体が傘下企業に対して実施する合理的配慮提供の実践を浸透させる事例共有会開催等の経費

助成を新設（１団体あたり20万円）
⇒全国手をつなぐ育成会連合会等と協働したあいサポート運動の全国PR

（令和６年度当初予算額：あいサポート運動2.0事業 36,482千円）

魅力ある就労Ｂ型実現

計画の概要



医師の働き方改革がスタート

４月からの医療提供体制

感染症対策の強化

４月から勤務医の時間外労働上限規制がスタート（原則960時間／年）
→ 地域医療確保の観点から、重要な役割を担う医療機関には当面の間、1,860時間／年まで時間外労働が認められる特例を適用

【指定医療機関】大学病院（医師の派遣） ／県立中央病院（３次救急等高度医療の提供）／赤十字病院（消化器疾患への医療提供）

→ 特例指定の効果もあり、現時点で、医療機関による診療体制縮小の動きはない

県では４月から医師会と連携し、各医療機関に医療経営アドバイザーを派遣（影響調査、助言）

東部医療圏の医療連携の強化（医師の相互派遣）
＜背景＞東部医療圏は大学病院から遠く、医師不足の課題が大きい。特に中山間地域の病院の医師確保は喫緊の課題

（課題例）産休・育休の医師も増加する中、医師の働き方改革がスタート
→数少ない常勤医の負担軽減を図るため、代診医による診療支援が必要

→ 中山間地域を含む東部医療圏の安定的な医療提供体制の確保に向けて、医師の派遣や育成等に連携して取り組むための協定を締結（４月中）

【参加医療機関】中央病院（県）、鳥取市立病院（鳥取市）、赤十字病院（日赤）、岩美病院（岩美町）、智頭病院（智頭町）、鳥取大学病院

【主な連携事項】東部医療機関間で医師不足病院・診療科への医師の相互派遣等→当面、中山間地域医療機関への代診医派遣の機能強化

県も協定に加わり、派遣調整等を担う

鳥取大学医学部との連携強化

〇県寄附講座「臨床感染症学講座」の体制拡充（２人→３人）
・感染症専門人材の育成体制の充実
・県感染症対策センター（県版ＣＤＣ）への運営協力・連携のための統括機能の強化（感染制御学講座や社会医学講座との連携）

〇県立中央病院への感染症専門医の新規配置

新たな感染症への備え

〇新興感染症流行初期に対応する医療機関への減収補填等（500百万円）
〇医療措置協定締結医療機関への設備整備等支援（100百万円）

R5.11.17指定 R6.3.27指定 R6.3.27指定



R6年度～R9年度

■ようこそようこそ鳥取県運動取組指針

 ねんりんピックや大阪・関西万博等を契機に「おもてなしの心」
の醸成

 欧米圏を視野に高付加価値旅行の取込
（小型ビジネスジェットを活用したモニターツアー、ガイド・コンシェルジュ等の人材育成等）

 観光産業の収益性向上、観光DX等で『持続的な観光地づくり』

 誰もが安心して楽しめる『ユニバーサルツーリズム』の推進

 世界に誇る｢砂丘」「三徳山」「大山｣等アドベンチャーツーリズム

 国際定期便・定期貨客船・チャーター便・クルーズ船の就航促
進・安定運航による多角的な市場でのインバウンド誘客の促進

県全体のおもてなし機運の向上や観光産業の高付加価値化を
推進し、観光振興を通じた活力ある地域社会の形成を目指す！

R1実績(ｺﾛﾅ前)R9目標指標

10,128千人11,000千人観光入込客数

28,925円/人30,000円/人観光消費額（一人当たり）

2,368千人2,800千人宿泊者数

65.6％70％再来訪者の割合（3回以上の訪問）

185千人泊300千人泊外国人宿泊者数

新たに位置づける主な項目

計画期間

数値目標

■犯罪のないまちづくり推進計画

①「犯罪被害者に寄り添う支援のあり方検討会」の意見を踏まえ、
被害者支援を大幅に強化

②特殊詐欺、サイバー犯罪、性暴力等の防止

〇急増する特殊詐欺、サイバー犯罪等の防止対策強化
〇子どもをはじめとした性犯罪・性暴力被害の未然防止の推進

〇「犯罪被害者に寄り添う支援のあり方検討会」の意見とりまとめを踏ま
え、犯罪被害者等に寄り添った支援体制・施策を強化・拡充

R6年度～R9年度計画期間

数値目標

②犯罪防止

 防犯機能付き電話機の普及（市町村を通じて支援）、高齢者向け特殊
詐欺被害講座の開催、サイバー犯罪の情報発信等

 子どもに係る施設等の職員・保護者への啓発、発達段階に応じた性犯
罪・性暴力から身を守る対策の啓発等

①犯罪被害者等支援

 警察、民間支援団体がそれぞれ提供していた支援を県の支援制度として、
犯罪被害者総合サポートセンターに一元化

 被害直後における緊急避難・緊急医療の支援回数等の拡充、新たな生
活支援（配食、家事、介護等）の提供等

 経済的支援（緊急支援金等）の拡充

改定のポイント

現状値（R４）R９目標指標

89回220回高齢者防犯講習の実施回数

－18医療機関犯罪被害に係る通報協力医療機関数



産業・雇用・運輸関係懇談会の開催（４月10日）

〔６つの新たなリーディング・プラン〕
①持続可能な経営・労働環境構築プラン
②基盤産業・地場産業発展・成⻑プラン
③人・企業を呼び込む産業創造プラン
④産業・ロジスティクス生産性向上プラン
⑤ビジネスによる社会課題解決・企業価値向上プラン
⑥人材確保・人への投資強化プラン

産業振興未来ビジョンの改訂（R6.4）

 社会経済環境変化を踏まえ、現⾏ビジョン（R3.4策定）
を全面リニューアル。

 「地域産業の安定」「成⻑⼒の強化」「⼈材の基盤づくり」の
視点で、当面3年程度、6つのプランを集中展開。

 GDP2兆円・製造品出荷額1兆円の成⻑目標（令和15
年度までの10年間）

県内の経済・雇用情勢

円安の進⾏、マイナス⾦利政策の解除、ゼロゼロ融資の返済本格化、賃上げなどを協議。
4月1⽇からの時間外労働規制強化に伴い、⻑距離輸送への懸念、荷主と運送事業者との運賃・作業

分担の⾒直しなどが顕在化してくる「物流2024年問題」も協議。
 メンバー︓経済・⾦融・運輸・農⽔産業の関係団体

物価指数（２月）

景況感（３月）

雇 用

企業物価 ＋０.６％ （対前年比） ※４ヶ月連続０％台が続く

消費者物価 ＋２.８％ （対前年比/生鮮食品除く総合） ※４ヶ月ぶりに伸び率が拡大

個人消費・設備投資など持ち直しも先行き不透明
（山陰業況判断DI／３月調査：６ポイント悪化（１２→６）、先行き：１ポイント悪化見通し（６→５））

２０２３年の倒産件数 １９件 （全国２番目の少なさ）

有効求人倍率 1.３２ （正規1.０７倍／全国 1.２６倍（正規1.0４倍））（R６.2）

 製造業・非製造業ともに売上が回復基調。⼀⽅で人⼿不⾜。
 賃上げの動きが⾒られるが、価格への転嫁は途上。
 物流2024年問題で、荷主と運送事業者の話し合いが進む。フォ

ローが必要。



保育人材確保検討会

全国的に短期大学の入学者確保が厳しい状況に
ある中、県内の保育⼠不⾜を解消すべく、⿃取短期
大学における保育⼈材養成強化について検討会を
設置（第１回︓４月１６日）

 メンバー
藤田学院、⿃取短期大学、県内保育関係団体、
県教育委員会、私⽴学校協会、県

 検討内容
・⿃取短期大学幼児教育保育学科の
今後の入学者確保戦略

・保育⼠等修学資⾦貸付制度の⾒直し
など、今後の保育⼈材確保策

・R7年度学⽣募集に向けた戦略 など

 開催スケジュール
・4月１６日に第1回検討会を開催

【R5.12.3新たな協定締結】

入学状況等
（定員︓140⼈）

R６R５Ｒ4年度
62人105人90人入学者
44.3％75.0％64.3％定員充足率

＜開催日時等＞
令和６年４月１２日（⾦）
・学校⾒学
・開校式
・入学式

校章

中国地方初︕
県⽴での「夜間中学」が開校︕

いろとりどり［色鳥取］に､ともに自分らしく学ぶ
〜 県⽴夜間中学 ３つのよろこび 〜

第３学年第２学年第１学年合計
１名１名7名９名

校歌制作者は鳥取県出身の
シンガーソングライター杏沙子さん
開校式、入学式で校歌披露！

「 学ぶ 」
よろこび

「 つながる 」
よろこび

「 社会の中で生きる 」
よろこび

鳥取県立まなびの森学園
開校式・入学式（４／１２）

＜入学予定者＞



参議院改革協議会選挙制度に関する
専門委員会への参考人出席

■４月５日 参議院
現行選挙制度の課題（特に合区の
現状）について意見陳述

参考人 平井伸治 鳥取県知事
濵田省司 高知県知事

●大会実施本部会議を開催
 観光・交通対策、医療救護体制の確保など、
大会運営の推進体制を確認

●ボランティアセンターを強化（４月～）
(県社協組織：２→４人体制)

 おもてなし研修の開催、選手へのプレゼント
やメッセージカード作成などおもてなしを充実

 会場周辺のクリーンアップ活動や飾花の設置
などの県民主体のおもてなし活動を支援

●市町村リレーイベントを開催中
 4/7倉吉市、4/12江府町、4/24琴浦町、

4/28米子市 など

⿃取県知事、倉吉市⻑、倉吉商⼯会議所会
頭、 中部観光推進機構会⻑、とっとり県美応援
団⻑ 等

《主な協議事項》
◆竣⼯する県⽴美術館の活用
開館前の準備期間や開館後のイベント、レセ

プション等への活用
◆経済振興や誘客など活性化へ連携
文化芸術や経済の振興、観光誘客や周遊促

進、おもてなしなど機運醸成 など

〈倉吉市検討事業〉
・倉吉未来中心周辺環境整備
➢飲⾷・物販施設建設、美術館⻄側駐⾞場

整備
・周遊観光のための総合交通対策(グリーンス
ローモビリティ導入等)

・延床面積︓10,599㎡
・1階︓ひろま、県⺠ギャラリー、ショップ・カフェ
・2階︓コレクションギャラリー5室、収蔵庫4室
・3階︓企画展⽰室、展望テラス

4月7日(日) ⿃取県⽴美術館活用
推進協議会設⽴ 4月8日（月）竣⼯式・内覧会

ねんりんピックの成功に向けて
（開催まであと198日）

開館：令和7年3月30日

世界的な建築家「槇文彦」氏の
総合計画事務所が設計

鳥取県立美術館 竣工


